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Ａ．研究目的 

 本研究は、ろう・重複障害の子どもたちへ

の支援において必要となる知見を整理し、

支援者が備えるべき視点と知識を明確にす

ることを目的とする。子どもに対して何か

を教え込む以前に、子どもが発している自

発的な信号（自成信号）を受信し、意味ある

ものとして読み取って関わることの重要性

を、これまでの実践を基礎に講演会でのデ

ィスカッションを通じて明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

  これまでの実践から得られた知見を整理

し、支援者が理解すべき理論的枠組みとし

て文献と経験をもとにまとめた。また、放課

後等デイサービスで長年にわたりろう・重

複児の支援に携わっている武田氏をコメン

テーターに迎えた講演会を実施し、対話と

ディスカッションを通じて現場視点を共

有・深掘りした。 

 

（倫理面への配慮） 

  講演会はオンライン配信で行い、わかり

やすいように以前の調査のビデオを示しな

がら説明した。このビデオは公開範囲の許

可を得ており、共有は講演会限りとし、録画

は非公開、参加者にも録画をしないよう呼

びかけた。 

 

Ｃ．研究結果 

 本研究では、支援において「教える」以前

に「読み取る」ことの重要性が強調された。

研究要旨  

本研究は、ろう・重複障害児に対する支援において、子どもの行動を単なる問題行動や非言

語行動としてではなく、意味ある「信号」として捉える視点の重要性を明らかにしたもので

ある。特に、子どもが意図せず発する行動（自成信号）を支援者が丁寧に受信し、共感的に

応じることによって、やがて意図的な伝達（構成信号）へと発展していく過程を理論と実践

の両面から検討した。また、手話を言語学的枠組みに限定せず、多様な信号系の一つとして

捉え直し、子どもの理解のしかたに応じて柔軟に支援することの意義を講演会・ディスカッ

ションを通じて整理した。今後の支援者養成においては、自成信号を読み取る実践的能力を

育成する研修や実習の充実が求められる。 
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特に、子どもの行動を単なる問題行動や非

言語行動としてではなく、その場の文脈や

外界との調整の結果として理解する視点が

求められる。子どもの発する信号を「自成信

号系」として捉え、それを受け取り返すこと

で「構成信号系」へと発展させる可能性が生

まれる。 

 また、手話も単なる言語的表現としてで

はなく、多様な信号系の一つとして再検討

される必要がある。象徴的か非象徴的か、形

態質的か分子合成的かという分類に基づき、

子どもの「わかりかた」に応じて適切な表現

手段を選ぶことが大切である。講演会と実

践事例の共有により、こうした視点を支援

者が実際の場面で応用するための土台が提

示された。 

 

Ｄ．考察 

１．行動を「コミュニケーションの文脈」で

捉える視点 

支援者は、子どもの行動のみを観察対象

とする傾向があるように思われる。この観

察では、子どもの行動を突発的なものであ

ったり問題行動とみなしたり意味がわから

ないものと捉えることが少なくない。行動

の発現について次のような考え方がある。

行動とは「生活体の状態変化の型（パター

ン）特性（梅津, 1976）」であり、我々の行

動が発現するのは、常に変化する自分の外

界の状況に対処・調整するためであるとい

う。そうすると突発的な行動も問題行動も

その時々の外界の状況に対処（調整）した結

果としての現れと捉えることができる。発

現する行動にはすべて意味があるというこ

とになる。したがって、コミュニケーション

の文脈では、その状況に支援者自身の行動

も含まれることも念頭に置く必要がある。 

 

２．行動を［自成信号系－構成信号系］の枠

組みで捉える視点 

子どもの行動を［非言語－言語］の枠組み

で分類・観察する傾向がある。しかしそれで

は、ろう重複障害の子どもだけでなく、乳幼

児期におけるろうのある子どもの行動を捉

える上で非常に大きな問題が起こりうる。

例えば、赤ちゃんの泣く行動を例に考えて

みよう。生まれたばかりの赤ちゃんは、体内

あるいは外界の何らかの条件で不快な状態

（空腹になる、眠れない、気分が悪いなど）

になると泣く行動を発現する。親は、赤ちゃ

んが泣く行動をコトバとして受信する。お

腹空いたのかな、おむつかな？眠れないの

かな？と抱っこしたりあやしたりして係わ

る。すると、赤ちゃんは、泣けば親が自分の

ところにやってくることに気づくようにな

る。そうして意図的に親を呼ぶために泣く

行動が発現する。この二つの泣く行動は、

［非言語－言語］の枠組みで見れば、両方と

も非言語行動として一括りにされてしまう。

それでは赤ちゃんの行動の変化や発達を見

えなくなる。そこで、最初の泣く行動のよう

に意図的に伝えていないが結果として他者

にとってコトバになっているもの（「自成信

号系（梅津八三, 1978）」と、意図的に泣く

行動のように自分が他者に意図的に伝える

ためにあえて作ったコトバ（「構成信号系

（梅津八三, 1978）」）の枠組みで捉えてみ

ることが必要になる。 

ここでろう重複障害の子どもの１事例を

紹介しよう。聴覚障害と知的障害を併せ有

する幼児で、親や教員に意図的に何かを伝

えるような行動はまだ発現していなかった。
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ある時、コップタワーを自分で積んでは崩

し、また積む活動に没頭していた。積んで完

成した直後、幼児はコップタワーを凝視し

たまま、コップタワーの高さや形状を捉え

たような手指の動きをした。それが何度か

あった。親や教員には視線を向けていなか

ったので、意図的に伝えるものではないら

しく、親や教員もそうした動きには気づい

ていなかった。そこで、私は、この自成信号

があることを伝え、あなたのコトバを受け

止めたよ、完成できてうれしいんだよねと

いう気持ちを事例と共有するために、コッ

プタワーが完成したタイミングにあわせて

そのコトバを使って共感する係わりを、親

や教員に提案した。その後、家でも親がその

ように係わっているうちに、コップタワー

が完成した瞬間に目を合わせて笑う場面が

生まれた。やがて幼児から親にコップタワ

ーどこ？と伝えるためにその手指の動きを

構成信号として発信するようになった。 

自成信号系は、いわゆる言語も含めてあ

らゆる行動の萌芽であり、丁寧に探り、コミ

ュニケーションの文脈へすくうことで、や

がて構成信号系に至る可能性がある。つま

り、自成信号系は自然に構成信号系に変わ

るのではなく、自成信号系を受信し、適時適

度にコミュニケーションの文脈へ取り入れ

る他者の係わりがあって構成信号系に至る

わけである。特にコミュニケーションの初

期段階においては、子どもと他者が、興味関

心を共有する事物や話題へ注意を向けると

いう共同注意（Bruner, 1975）が両者のコ

ミュニケーションを形成・展開するうえで

重要となる。子どものその時々の注意と興

味から、「コミュニケーションの文脈」で子

どもが何にもっとも焦点化しているのかを

見極め、柔軟に応じる（土谷, 2016）必要

があり、見極めるために支援者が子どもの

自成信号系を受信することが鍵となる。 

 

３．手話を使う行動を言語学的枠組みだけ

でなく「信号系」の枠組みで捉え直す視点 

構成信号系である手話言語には、音声言

語と同様に、わかりやすい信号系とわかり

にくい信号系がある。ろう重複障害の子ど

も一人ひとりのわかりかた（理解のしかた）

にあわせてどのような手話を使うのかを吟

味しておく必要があることに気づかされる

ことがある。 

特に、構成信号系は、伝えようとする何か

と類似しているものと、類似していないも

のに分かれる。前者は象徴的信号系という。

前述の事例で構成信号となったコップタワ

ーに類似した/コップタワー/が該当する。

また、手話単語の中にも/飲む/のように飲

む動作に類似した表現もある。それに対し、

後者は非象徴的信号系という。この信号系

はさらに形態質的信号系と分子合成的信号

系の２つに分かれる。形態質的信号系は、一

塊からなる信号で事物・事象との対応さえ

できれば良いものである。手話の例でいう

と、/終わり/、/休む/などがある。分子合成

的信号系は、有限個の要素を組み合わせて

様々な概念が作ることができる。手話の例

では、形態質的信号系であった/行く/に、起

点と終点といった新たな要素を加えて/行

く/の動く方向も変えることで/家－行く－

駅/（家から駅まで行く）といった概念を作

り出すものがある。なお、手話の CL

（Classifire）にも象徴的信号系としての

CL（主に操作 CL）、非象徴的信号系としての

CL（主に実体 CLや Sass）があるため、これ
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らもその時々の子どものわかりかたや状況

に応じて適切に使う必要がある。 

 日本手話を使うろう者同士の会話では、

分子合成的信号系としての手話を主に使う

が、それは乳幼児期から様々な生活経験を

通して蓄積された個々のわかりかたやろう

文化に基づいている。このようにコミュニ

ケーションとは、人のその時々のわかりか

たに基づいて各種信号系が使われるもので

ある。したがって、教員は、ろう者が使う手

話（特に非象徴的信号系としての手話）のよ

うに何らかの“共通語”の方が皆にわかりや

すいからと考えてそれを子どもに使わせよ

うとしないことが望ましい。むしろ、その子

どもが現に使っている信号や、その子ども

に分かる信号（象徴的信号系としての手話

信号やコップタワーのように子どもの自成

信号をよりどころに作った独自の手指信号

など）を最優先する（松田，1997）。この信

号をよりどころにして、子どもにとって「通

じ合えた！」「もっとこの人とコミュニケー

ションしたい！」という思いを伴って共感・

共有の経験を広げることが大事と考える。

そうすることでその子どもが使う信号系と

しての手話を使う行動は一層拡大されるも

のである。   

 

Ｅ．結論 

 ろう・難聴児、とくに重複障害をもつろ

う・難聴児の支援において、子どもが発して

いる自発的な信号（自成信号）を受け止め、

そこに意味を見出して応答することが、支

援者の基本姿勢として重要であることを確

認した。手話を含む多様な信号系を柔軟に

捉え、子どもそれぞれの「わかりかた」に基

づいた支援を実践していく必要がある。 

 今後は、自成信号を受け止める経験を支

援者が実際に体験できるような研修・実習

の場を設け、より実践的に知見を活用でき

るような支援者養成が求められる。 
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